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9 月
定例議会

９
月
定
例
議
会
は
、
８
月
26
日
か
ら
９
月
29
日
ま
で
35
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
令
和
７
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
や
条
例
の
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算
や
工
事
請
負
契
約

の
締
結
な
ど
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り
す
べ
て
認
定
、
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
12
人
の
議
員
が
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

154億2,609万円
町に入ったお金

住民税の増収や、新築家屋の増加などに伴う固定資産税・都市計
画税の増収に加え、地方交付税も前年度を上回りました。

新築家屋の増加による固定資
産税・都市計画税の増

定額減税の減少によ
る個人町民税の増

  皆様の暮らしを支える大切な財源です 

る個人町民税の増

歳 入
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144億8,379万円
町が行った７つの主な事業

●指定避難所に空調機器
を整備
・町内小中学校体育館
（須賀小を除く）
・総合運動公園

●温室効果ガスの排出削
減を図るため、省エネ
性能の高い対象家電購
入費用の補助

●防犯カメラを
設置

●町制施行 70周年を記念し、町の節目を祝う記念
事業を実施。
・記念式典の開催
・百間地下道、和戸地下道リニューアル工事
・70周年記念マンホール作成

町のお金はどのように
使われたのか？

防災1

環境推進3

防犯5

町制 70周年事業7

●都市計画道路整備事業
●春日部久喜線（町道第
12号線・252線）
●万願寺橋通線（町道
75 号線）の整備工事
を計画的に推進

まちづくり2

●こども医療費支給事業
●病児保育の受け入れ対
象を拡大

子育て支援4

●児童・生徒及び教職員
が使用する学習用タブ
レット端末を新機種に
更新

教育6

歳 出

令和7年度

一般会計決算

3 2026年（令和８年）９月定例議会



主な使い道 生
活
・
環
境

防犯活動事業 …………… 1,651万円
進修館管理事業 ………… 5,435万円
減量推進事業 ……………… 545万円
みやしろの魅力推進事業 … 328万円
環境衛生事業 ……………… 457万円
環境推進事業 ……………… 302万円

警
察
と
協
議
し
防
犯

カ
メ
ラ
を
町
内
19
か

所
に
設
置

19
台
の
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
後
、
警
察
か
ら
の
動
画

提
出
依
頼
は
あ
っ
た
か
。

７
年
度
は
は
ら
っ
パ
ー

ク
に
あ
る
カ
メ
ラ
の
映
像

の
確
認
が
あ
っ
た
。

姫
宮
駅
付
近
の
カ
メ
ラ

が
狭
い
道
路
に
ポ
ー
ル
を

立
て
設
置
し
て
い
る
が
、

他
の
方
法
は
な
か
っ
た
の

か
。電

柱
へ
の
設
置
も
検
討

し
た
が
維
持
管
理
費
等
を

考
慮
し
た
。

進
修
館
の
撮
影
等
の
貸

主な使い道 総
務
・
財
政

便利バスが走る事業 … 6,538万円
庁舎等管理事業 ………… 7,464万円
ふるさと納税管理事業 … 7,627万円
OA管理事業 ……… 2億3,656万円
移住定住促進事業………… 344万円

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
公
共
交
通
需
要

調
査
を
実
施

便
利
バ
ス
が
走
る
事
業

の
運
行
収
入
減
の
考
察
は
。

月
平
均
70
人
の
減
、
１

日
当
た
り
２
人
程
度
の
減

で
全
体
的
に
は
安
定
し
た

稼
働
状
況
で
あ
り
、
７
年

度
か
ら
社
内
に
広
告
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
広
告
収
入

を
得
て
い
る
。

公
共
交
通
需
要
調
査
の

結
果
を
ど
の
よ
う
に
生
か

し
て
い
く
の
か
。

バ
ス
停
ご
と
の
利
用
の

状
況
、
地
域
に
よ
る
偏
り

の
現
状
と
課
題
が
確
認
さ

れ
た
。
分
析
を
行
い
検
討

し
て
い
き
た
い
。

電
話
交
換
機
通
話
録
音

装
置
設
置
導
入
後
の
効
果

や
町
民
か
ら
の
苦
情
は
。

記
録
が
残
る
の
で
緊
張

感
を
持
ち
対
応
、
苦
情
は

な
い
。
開
庁
時
間
外
の
電

話
が
減
っ
た
。

テ
レ
ビ
受
信
料
が
予
算

額
よ
り
10
万
円
以
上
増
額

の
理
由
は
。

公
用
車
の
カ
ー
ナ
ビ
２

台
分
の
受
信
料
を
遡
っ
て

支
払
っ
た
た
め
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
各
社
寄
付
対
象
事
業
の

詳
細
は
。

宮
代
の
魅
力
推
進
事

業
、
新
し
い
村
の
管
理
運

営
、
宮
東
中
島
の
圃
場
整

備
、
東
武
動
物
公
園
駅
西

口
整
備
、
わ
く
わ
く
ロ
ー

ド
、
ま
ち
な
か
起
業
創
業

支
援
に
充
当
。

し
出
し
日
数
は
。
利
用
収

入
は
増
え
て
い
る
か
。

10
件
で
20
日
間
。
収
入

金
額
は
７
４
２
万
円
で
前

年
比
90
万
円
増
。

進
修
館
の
利
用
団
体
名

の
掲
示
は
。

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

の
導
入
を
検
討
。

食
品
ロ
ス
削
減
推
進
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
３
５
０
万

円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

い
た
が
、
１
６
０
万
円
ほ

ど
減
っ
た
理
由
は
。

す
て
ず
ん
シ
ー
ル
の
枚

数
が
予
定
よ
り
少
な
く

な
っ
た
。

み
や
し
ろ
の
魅
力
推
進

事
業
の
不
用
額
が
38
万
円

に
な
っ
た
理
由
は
。

西
原
自
然
の
森
の
竹
の

処
分
の
費
用
が
か
か
ら
な

か
っ
た
た
め
。

環
境
衛
生
事
業
の
不
用

額
の
主
な
理
由
は

ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
が

予
想
よ
り
安
価
に
で
き
た
。

主な使い道 保
健
・
福
祉

福祉医療センター運営事業 … 4,492万円
こども医療費支給事業 … 1億3,527万円
こども家庭センター事業 … 1,081万円
保育所管理事業 …… 6億4,175万円
母子保健事業 …………… 2,683万円

福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー

六
花
を
か
か
り
つ
け

医
に
す
る
に
は

問
診
療
所
の
利
用
状
況

が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て
い

る
が
、
初
診
か
ら
か
か
り

つ
け
医
に
繋
が
ら
な
い
現

状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の

か
。コ

ロ
ナ
渦
以
降
受
診
控

え
が
続
い
て
い
る
状
況
。

改
善
策
と
し
て
は
情
報
交

換
を
図
り
、
利
用
者
様
の

声
も
聞
き
取
る
よ
う
に
す

る
。こ

ど
も
医
療
費
支
給
事

業
で
、入
院
も
通
院
も
減
っ

て
い
る
の
に
金
額
が
増
え

て
い
る
理
由
は
。

診
療
内
容
ま
で
は
把
握

で
き
な
い
が
、
よ
り
高
額

な
治
療
が
多
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

投
薬
も
含
め
、
助
成
金

に
限
度
は
な
い
の
か
。

特
に
上
限
は
な
い
。

小
４
か
ら
中
３
を
対
象

と
し
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

実
態
調
査
の
内
容
は
。

児
童
生
徒
が
家
庭
で
行

な
っ
て
い
る
お
世
話
や
お

手
伝
い
の
内
容
や
頻
度
、

日
々
感
じ
て
い
る
こ
と
を

質
問
。ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
判

断
さ
れ
る
児
童
生
徒
は
い

た
の
か
。

該
当
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
児
童
生
徒
に
面
談
。
そ

の
結
果
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
判
断
し
た
児
童
生
徒
は

い
な
か
っ
た
。

公共交通需要調査を行った

町内 19カ所に
カメラを設置

六花をかかりつけ医にするには
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主な使い道 教
育
・
文
化

小学校施設管理事業 … 2億8,299万円
英語教育推進事業……… 1,951万円
教育支援センター運営事業 … 542万円
町民みんなが先生推進事業 … 105万円

小
学
校
ト
イ
レ
洋
式

化
、
教
育
セ
ン
タ
ー

の
空
調
設
備
修
繕

小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修

工
事
の
詳
細
は
。

百
間
小
、
笠
原
小
、
東

小
の
和
式
便
器
の
一
部
を

洋
式
便
器
へ
変
更
し
、
湿

式
か
ら
乾
式
へ
改
修
し
た
。

「
島
村
盛
助
」
氏
を
顕

彰
す
る
英
語
活
動
発
表
会

を
11
年
続
け
て
い
る
が
、内

容
を
変
え
て
も
い
い
の
で

は
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
発

表
は
続
け
る
の
か
。

内
容
は
工
夫
し
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
が
英
語

を
使
う
場
を
つ
く
り
だ
す

主な使い道 建
設
・
観
光

道路維持管理事業……… 9,595万円
橋りょう整備事業 ……… 4,830万円
都市計画道路整備事業 … 8,983万円
新しい村管理運営事業 … 4,512万円
東武動物公園駅東口周辺整備事業 … 2億3,300万円
東武動物公園駅西口周辺整備事業 …… 1,321万円

役
場
庁
舎
と
進
修
館

の
間
の
道
路
が
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル

役
場
庁
舎
と
進
修
館
の

間
の
道
路
に
型
押
し
で
模

様
を
入
れ
た
が
、
使
用
面

で
の
効
果
は
。

定
期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
振
動
、
騒
音
が
な
く

な
り
、
排
水
性
、
耐
久
性

が
上
が
っ
た
。

駅
前
広
場
の
用
地
買
収

と
無
電
柱
化
の
進
捗
は
。

84
％
買
収
済
み
。
無
電

柱
化
は
業
者
と
打
合
せ
中
。

今
後
用
地
買
収
を
進
め
る
。

古
川
橋
側
道
橋
工
事
事

業
費
と
内
訳
は
。

3
億
８
千
万
円
の
う
ち
、

国
費
２
億
４
千
万
円
を
除

い
た
金
額
の
２
割
が
町
の

支
出
。新

し
い
村
集
落
農
園
灌か
ん

漑が
い

設
備
修
繕
工
事
の
詳
細

は
。市

民
農
園
の
灌か
ん

漑が
い

設
備

の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
と

井
戸
ポ
ン
プ
等
の
修
繕
、

井
戸
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
洗

浄
。災

害
時
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
充
電
が
で
き
る
ス

マ
ー
ト
ベ
ン
チ
の
設
置
場

所
と
費
用
は
。

進
修
館
前
交
差
点
に
設

置
。
費
用
は
52
万
８
千
円

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
充

電
が
で
き
る
仕
様
に
な
っ

て
い
る
が
、
説
明
案
内
は
。

町
広
報
誌
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

紹
介
し
て
い
る
。

も
の
で
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
を
固
定
化
す
る
も

の
で
は
な
い
。

教
育
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業
の
施
設
修
繕
料
２
６

２
万
円
の
内
容
は
。

施
設
内
空
調
設
備
２
台

の
故
障
に
よ
る
更
新
費
用

と
ト
イ
レ
の
修
繕
費
等
。

教
育
相
談
が
令
和
６
年

度
７
１
５
件
か
ら
令
和
７

年
度
１
０
６
８
件
に
増
加

し
て
い
る
が
、
人
数
は
。

相
談
人
数
は
91
名
増
加

し
て
い
る
。

町
民
み
ん
な
が
先
生
推

進
事
業
で
、
８
名
の
町
民

が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
指

導
し
て
い
る
の
か
。

小
学
校
音
楽
ク
ラ
ブ
、

中
学
校
部
活
動
（
剣
道
、

サ
ッ
カ
ー
、
卓
球
）、
小
学

生
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
な
ど
。

丸
藤
栄
一
議
員

反
対
討
論
討
論

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は
焼
却

せ
ず
、
従
来
ど
お
り
資
源
化
で

進
め
る
べ
き
。
②
都
市
計
画
税

は
町
民
へ
の
重
い
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
③
役
場
の
管
理
職

員
に
女
性
登
用
の
比
率
が
低
い
。

④
百
間
公
民
館
の
駐
車
場
台
数

を
多
く
す
べ
き
。

佐
藤
将
行
議
員

反
対
討
論
討
論

女
性
幹
部
の
登
用
が
少
な
い
。

公
民
館
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
な

い
。
特
定
健
診
で
の
Ｉ
Ｔ
化
が

進
ん
で
い
な
い
。
ト
イ
レ
の
洋

式
化
が
進
ん
で
い
な
い
。
物
価

高
騰
の
対
応
は
、
近
隣
自
治
体

と
比
べ
経
費
が
か
か
っ
て
お
り
、

反
対
す
る
。

小
島
あ
け
み
議
員

賛
成
討
論
討
論

避
難
所
へ
の
空
調
設
備
の
設

置
完
了
・
駅
周
辺
と
公
共
施

設
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
、

町
民
の
安
全
と
健
康
を
守
る
基

盤
で
あ
り
重
要
な
整
備
で
あ
る
。

ま
た
「
書
か
な
い
窓
口
」
の
導

入
は
効
率
化
を
図
る
取
り
組
み

で
あ
り
賛
成
。福

澤
和
美
議
員

賛
成
討
論
討
論

児
童
手
当
の
拡
充
や
物
価
高

騰
対
策
、
電
子
申
請
の
利
便
性

向
上
、
学
校
施
設
の
ト
イ
レ
や

外
壁
工
事
な
ど
教
育
環
境
の
整

備
を
評
価
。
宮
代
町
の
良
さ
を

生
か
し
、
持
続
可
能
な
町
政
運

営
を
期
待
し
賛
成
す
る
。

九
山
妙
子
議
員

賛
成
討
論
討
論

継
続
し
て
い
る
事
業
は
改
善

さ
れ
て
い
る
か
。
今
後
に
繋
げ

て
い
く
た
め
に
ど
う
考
え
て
い

る
か
。
税
金
が
使
わ
れ
て
い
る

以
上
、
い
か
に
そ
の
事
業
を
活

か
し
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
政
策
の
執
行
か
確
認
で
き

た
の
で
賛
成
。

野
原
洋
子
議
員

賛
成
討
論
討
論

宮
東
中
島
圃
場
整
備
や
地

下
道
の
改
修
、
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
、
子
育
て
支
援
の
充
実
な
ど

成
果
が
見
ら
れ
、
転
入
者
も
増

加
し
ま
し
た
。
総
合
計
画
前
期

実
行
計
画
は
概
ね
成
功
と
評
価

し
、
後
期
実
行
計
画
の
実
現
に

期
待
し
て
賛
成
。

庁舎と新修館の間の道路

洋式化で快適に
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の
前
提
と
し
て
令
和
８
年

度
ま
で
に
赤
字
、
法
定
外

繰
入
の
解
消
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
令

和
７
年
度
に
国
保
の
税
率

改
正
を
行
い
、
法
定
外
繰

入
金
も
減
額
し
た
。

法
的
に
町
は
県
に
従

う
義
務
は
あ
る
の
か
。

　
法
的
に
従
う
義
務
は

な
い
。
税
率
改
正
が
議
決

事
項
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
仮
に
否
決

さ
れ
れ
ば
、
完
全
統
一
の

税
率
に
改
正
で
き
な
い

の
で
、
義
務
と
い
う
よ
り
、

自
治
体
で
定
め
る
も
の
と

い
う
位
置
づ
け
に
な
っ
て

い
る
。

で
あ
る
。

国
保
税
が
払
え
な
く

な
っ
た
滞
納
世
帯
は
。

　
令
和
８
年
６
月
現
在

で
５
２
１
世
帯
と
な
っ
て

い
る
。制

裁
措
置
の
有
無
は
。

　
令
和
７
年
度
の
差
押

さ
え
は
44
件
で
、
金
額
で

１
６
１
８
万
円
と
な
っ
て

い
る
。法

定
外
繰
入
金
が
前

年
度
と
比
べ
て
減
っ
た
理

由
は
。

　
埼
玉
県
の
運
営
方
針

に
基
づ
き
、
令
和
９
年
度

に
準
統
一
、
令
和
12
年
度

に
完
全
統
一
さ
れ
る
。
そ

主
な
質
疑

令
和
７
年
度
の
１
人

当
た
り
の
国
保
税
と
引
き

上
げ
額
、
１
世
帯
当
た
り

の
国
保
税
と
引
き
上
げ
額

は
。

１
人
当
た
り
の
国

保
税
は
11
万
２
１
５
０

円
で
、
引
き
上
げ
は

１
万
５
４
１
１
円
。
１
世

帯
当
た
り
の
国
保
税
は

15
万
６
６
６
３
円
で
、
引

き
上
げ
は
１
万
８
８
１
９

円
と
な
っ
て
い
る
。

国
保
加
入
者
の
１
世

帯
当
た
り
の
平
均
所
得
は
。

１
３
０
万
２
３
５
円

国
民
健
康
保
険

〈
賛
成
９
、
反
対
３
で
可
決
〉

会
計
収
支
で
は
、
普
通

交
付
金
の
減
少
や
国
民
健

康
保
険
事
業
費
納
付
金
の

増
に
よ
り
１
１
６
１
万
円

の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

特
定
健
康
診
査
受
診
率

向
上
に
向
け
、
引
き
続
き
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に

よ
り
受
診
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
集
団
健
診
時
に

胃
・
肺
・
大
腸
が
ん
検
診

が
で
き
る
環
境
整
備
と
共

に
生
活
習
慣
病
重
症
化
予

防
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
の
特
別
会

計
決
算
及
び
企
業
会
計
決

算
は
、
決
算
特
別
委
員
会

に
お
い
て
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

会計区分 歳 入 歳 出 増 減 率

国民健康保険特別会計 32億  508 万円 31億 7,121 万円 3,387 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 36億 1,393 万円 35億 1,190 万円 1億  203 万円

後期高齢者医療特別会計 7億 3,212 万円 7億 2,799 万円 413万円

合 　 　 計 75億 5,113 万円 74億 1,110 万円 1億 4,003 万円

国保税は   6,800万円の引き上げ国保税は   6,800万円の引き上げ

丸
藤
栄
一
議
員

反
対
討
論
討
論

①
国
保
加
入
者
は
高

齢
者
や
低
所
得
者
が
多
く
、

国
保
税
が
高
す
ぎ
て
払
え

な
い
の
に
国
保
税
を
引
き

上
げ
た
こ
と
。
②
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
を
行
う
な

ど
、
国
保
税
を
引
き
下
げ

る
べ
き
。
③
子
ど
も
へ
の

均
等
割
を
非
課
税
に
す
る

こ
と
を
求
め
反
対
す
る
。

健診の受付は早めに
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令和７年度特別会計・企業会計決算

下
水
道
事
業

〈
賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決
〉

●
収
益
的
収
支
（
税
抜
）

収
益
的
収
入
11
億
５
０

２
６
万
円
、
収
益
的
支
出

10
億
４
３
６
４
万
円
、
純

利
益
１
億
６
６
２
万
円
。

●
資
本
的
収
支
（
税
込
）

資
本
的
収
入
３
億
４
３

４
６
万
円
、
資
本
的
支
出

５
億
２
９
１
０
万
円
、
不

足
額
１
億
８
５
６
４
万
円
。

不
足
額
は
内
部
留
保
資
金

な
ど
で
補
て
ん
。

水
道
事
業
会
計

〈
賛
成
10
、
反
対
２
で
可
決
〉

●
収
益
的
収
支
（
税
抜
）

収
益
的
収
入
７
億
５

２
６
３
万
円
、
収
益
的
支

出
７
億
４
７
８
７
万
円
、

純
利
益
４
７
６
万
円
。

●
資
本
的
収
支
（
税
込
）

資
本
的
収
入
５
億
６
８

７
１
万
円
、
資
本
的
支
出

10
億
７
０
３
０
万
円
、
不

足
額
５
億
１
５
９
万
円
。

不
足
額
は
内
部
留
保
資
金

な
ど
で
補
て
ん
。

給
水
件
数
は
１
万
５
５

９
５
件
。
給
水
人
口
は
３

万
３
２
５
４
人
。
年
間
給

水
量
は
３
６
２
万
６
千

㎥
、
１
日
平
均
給
水
量
は

９
９
３
６
㎥
と
な
り
ま
し

た
。

後
期
高
齢
者
医
療

〈
賛
成
９
、
反
対
３
で
可
決
〉

収
納
対
策
に
お
い
て
は
、

納
付
方
法
と
し
て
口
座
振

替
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
納
付
、
ス
マ
ホ

決
済
（
７
種
類
）
を
設
け
、

納
付
し
や
す
く
し
ま
し
た
。

新
規
被
保
険
者
に
対
し
て

は
、
口
座
振
替
申
し
込
み

の
促
進
を
図
り
ま
し
た
。

主
な
質
疑

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
健
康
保
険
証
の
切
り

替
え
は
。

　
令
和
８
年
６
月
で
マ

イ
ナ
保
険
証
の
登
録
率
は

78
・
７
％
、
マ
イ
ナ
保
険

証
の
利
用
率
は
56
・
２
％

と
な
っ
て
い
る
。

主
な
質
疑

地
域
交
流
サ
ロ
ン
・

健
康
づ
く
り
団
体
に
対
し
、

地
域
の
ふ
れ
あ
い
居
場
所

づ
く
り
支
援
事
業
補
助
金

を
交
付
し
た
。
新
た
に
２

団
体
増
え
た
地
域
は
。

　
学
園
台
地
区
と
須
賀

地
区
の
２
団
体
で
あ
る
。

高
齢
者
の
給
食
配
食

サ
ー
ビ
ス
委
託
料
の
不
用

額
が
多
く
な
っ
た
理
由
は
。

　
令
和
７
年
度
よ
り
自

己
負
担
を
３
０
０
円
か
ら

４
０
０
円
に
引
き
上
げ
た

こ
と
。
ま
た
、
対
象
者
要

件
を
見
守
り
が
必
要
な
高

齢
者
等
で
、
買
い
物
や
食

事
の
用
意
が
困
難
な
方
、

と
い
う
条
件
の
見
直
し
を

行
っ
た
た
め
で
あ
る
。

介
護
保
険

〈
賛
成
９
、
反
対
３
で
可
決
〉

65
歳
以
上
の
第
１
号
被

保
険
者
は
１
万
８
５
４
人

で
、
人
口
に
占
め
る
割
合

は
32
・
６
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
要
介
護
等
認
定
者

（
要
支
援
１
〜
要
介
護
５
）

は
、
２
０
４
０
人
（
第
２

号
被
保
険
者
を
含
む
総
認

定
者
数
は
２
０
８
４
人
）

で
、
認
定
率
は
18
・
８
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー

を
町
内
１
か
所
体
制
か
ら

南
北
の
区
域
に
分
け
た
２

か
所
体
制
で
運
営
し
、
相

談
支
援
体
制
の
充
実
に
つ

な
げ
ま
し
た
。

国保税は   6,800万円の引き上げ国保税は   6,800万円の引き上げ

丸
藤
栄
一
議
員

反
対
討
論
討
論

加
入
者
の
平
均
所
得
が

67
万
２
千
円
に
対
し
、
加

入
者
１
人
当
た
り
の
保
険

料
は
８
万
５
８
２
８
円
と

高
す
ぎ
る
。
こ
れ
で
は
安

心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ

る
制
度
と
は
言
え
な
い
。

丸
藤
栄
一
議
員

反
対
討
論
討
論

家
庭
用
１
か
月
当
た
り

20
㎥
使
用
し
た
場
合
、
水

道
料
金
の
平
均
で
は
宮
代

町
で
３
０
０
３
円
、
埼
玉

県
で
２
５
８
６
円
。
県
平

均
水
準
ま
で
引
き
下
げ
る

べ
き
で
あ
る
。

佐
藤
将
行
議
員

反
対
討
論
討
論

八
潮
市
の
事
故
で
明
ら

か
と
な
っ
た
硫
化
水
素
に

よ
る
劣
化
の
修
繕
計
画
が

な
い
こ
と
。
管
の
法
定
更

新
時
期
の
超
過
へ
の
考
慮

が
示
さ
れ
て
い
な
い
な
ど

の
理
由
で
反
対
で
あ
る
。

野
原
洋
子
議
員

反
対
討
論
討
論

要
介
護
認
定
の
更
新

事
務
に
は
多
額
の
経
費
と

人
材
が
必
要
で
あ
り
、
状

態
に
変
化
が
な
い
方
へ
の

更
新
を
簡
素
化
す
る
な
ど
、

制
度
の
効
率
化
を
国
に
求

め
る
べ
き
で
あ
り
反
対
。

宮東配水場第１配水池

みんなで健康体操
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主
な
質
疑

　

宮
代
版
ス
ー
パ
ー
シ

テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
推

進
事
業
の
内
容
は
。

　
東
武
動
物
公
園
駅
か
ら

新
し
い
村
ま
で
の
エ
リ
ア
で

の
コ
ン
パ
ク
ト
な
地
域
拠
点

整
備
、
小
学
校
の
多
機
能
複

合
化
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
整

備
に
よ
り
災
害
時
の
安
心
と

脱
炭
素
化
を
同
時
に
実
現
す

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　
防
災
対
策
費
の
防
災
活

動
事
業
３
４
４
万
４
千
円
の

内
容
は
。

　
落
雷
に
よ
り
故
障
し
た

防
災
行
政
無
線
の
ア
ン
プ
及

び
経
年
劣
化
が
原
因
に
よ
る

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
自
動
起
動
機
の

修
繕
１
６
３
万
１
千
円
。
宮

代
高
校
の
敷
地
内
に
防
災
倉

庫
を
新
設
及
び
福
祉
避
難
所

で
あ
る
宮
代
特
別
支
援
学
校

へ
、
姫
宮
北
遊
水
池
公
園
に

設
置
さ
れ
て
い
る
防
災
倉
庫

を
移
設
１
８
１
万
３
千
円
。

　
ご
み
処
理
負
担
金
の
積

算
根
拠
は
。

　
令
和
８
年
11
月
30
日
〜

令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で
の

久
喜
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

試
運
転
期
間
に
係
る
当
町
の

負
担
金
で
あ
る
。
試
運
転
期

間
の
ご
み
処
理
経
費
と
し
て
、

１
億
４
８
４
万
６
千
円
、
収

入
と
し
て
４
ヶ
月
分
の
事
業

系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
手
数

料
５
５
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。
ご
み
処
理
経
費
と

収
入
の
差
額
に
当
町
の
負
担

割
合
21
・
４
％
を
乗
じ
て
得

た
額
で
あ
る
。

新
し
い
村
６
次
化
加
工
施
設
な
ど
整
備
に
向
け
て

全
会一致
で
可
決

一般会計補正予算

一般会計補正予算の主な内容
令和 8年度後期高齢者療養給付金負担金の増

11月末より久喜市へごみ処理を委託することに伴う負担金
防災倉庫の新設、移設
劣化した公園遊具の撤去

宮代版スーパーシティプロジェクト推進補助金
給食無償化に伴う非喫食者への補助金

防災倉庫の移設

ごみの分別方法が変わります

県
補
助
金　
宮
代
版
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
構
想
推
進
事
業

既定の予算額に
4億 5848万円を
増額し、総額 170億
9365万円と
するものです。

新しい村６次化加工施設予定地
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介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

〈
賛
成
10
、
反
対
2
で
可
決
〉

人
件
費
補
正
、
前
年
度
繰
越
金

の
確
定
及
び
国
県
負
担
金
の
精
算

等
に
伴
い
、
既
定
の
予
算
額
に
１
億

５
６
２
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

主
な
質
疑

　
介
護
認
定
調
査
員
の
勤
務
条
件

の
見
直
し
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た

の
か
。

　
６
名
体
制
を
予
定
し
て
い
た
が
、

５
名
し
か
確
保
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

内
２
名
の
勤
務
日
数
を
月
10
日
か
ら

週
４
日
程
度
（
月
16
日
程
度
）
に
増

や
し
欠
員
分
を
補
っ
た
。

　
介
護
認
定
の
更
新
申
請
に
か
か

る
認
定
調
査
委
託
料
に
つ
い
て
、
今

年
度
か
ら
近
隣
市
町
と
同
程
度
の
水

準
に
引
き
上
げ
た
経
緯
に
つ
い
て
伺

う
。

　

委
託
業
者
か
ら
物
価
高
騰
や
人

件
費
上
昇
に
よ
り
、従
来
の
一
件
４
４

０
０
円
で
は
受
託
が
難
し
い
と
の
申

し
入
れ
が
あ
っ
た
。
近
隣
自
治
体
の

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

〈
賛
成
９
、
反
対
３
で
可
決
〉

人
件
費
補
正
、
国
民
健
康
保
険
事

業
費
納
付
金
確
定
、
前
年
度
決
算
余

剰
金
の
精
算
に
伴
い
、
既
定
の
予
算

額
に
３
４
５
３
万
１
千
円
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

丸
藤
栄
一
議
員

反
対
討
論
討
論

今
年
度
か
ら
児
童
手
当
に
充
て
る

財
源
と
し
て
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
金
」
が
国
保
税
に
上
乗
せ
に
な
っ

た
。
本
来
国
の
責
任
で
児
童
手
当
の

拡
充
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

状
況
も
踏
ま
え
、
認
定
調
査
の
継
続

性
を
確
保
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

一
件
５
５
０
０
円
に
引
き
上
げ
た
。

野
原
洋
子
議
員

反
対
討
論
討
論

認
定
調
査
委
託
料
の
増
額
は
理
解

し
ま
す
が
、
更
新
申
請
の
方
法
に
は

改
善
の
余
地
が
あ
り
、
限
ら
れ
た
財

源
と
人
員
を
効
率
的
に
活
用
す
べ
き

と
考
え
反
対
と
し
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算

〈
賛
成
11
、
反
対
１
で
可
決
〉

人
件
費
補
正
、
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
納
付
金
確
定
、
前
年
度
決

算
余
剰
金
の
精
算
に
伴
い
、
既
定
の

予
算
に
２
３
６
万
７
千
円
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

水
道
事
業
会
計

補
正
予
算〈

全
会
一
致
で
可
決
〉

職
員
の
人
事
異
動
、
共
済
負
担
金

率
の
確
定
な
ど
に
伴
い
、
収
益
的
収

入
を
12
万
円
減
額
し
収
益
的
支
出
を

１
３
５
万
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算

〈
全
会
一
致
で
可
決
〉

人
件
費
補
正
に
伴
い
、
既
定
の
予

算
額
に
収
益
的
収
入
及
び
収
益
的
支

出
を
１
２
４
万
４
千
円
増
額
す
る
も

の
で
す
。

特別会計・企業会計補正予算
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解散及び財産処分、事務の委託、条例、工事請負契約

提案理由  

3
宮代町廃棄物の
処理及び再利用
に関する条例

久喜宮代衛生組合から塵
じん
芥
かい
業務が宮代町

に移管されることに伴い、宮代町廃棄物の
処理及び再利用に関する条例の一部を改正
したいので、地方自治法第96条第１項第１
号の規定により、提出するもの。

全会一致
で可決

工事の内容

5 工事請負契約の締結

❶ 工 事 名   公設宮代福祉医療センター
六花屋上防水及び外壁改修
工事 

❷ 施工箇所   宮代町大字須賀177番地 
❸履行期限  令和９年３月31日 
❹請負金額  １億 8,689万円 
❺請負業者  中村建設株式会社 

提案理由  

2
久喜市と宮代町との
一般廃棄物の処理に
関する事務の委託

宮代町の一般廃棄物
の処理に関する事務を
久喜市に委託すること
について協議したいの
で、地方自治法第252
条の14第３項において準用する第252条の２の２
第３項の規定により、提出するもの。

賛成 11 反対 1

で可決

4 宮代町税条例の一部を改正
する条例

税務課長

附則第６条の特定一般用医薬品等購入費を支払った場
合の医療費控除の特例、いわゆるセルフメディケーショ
ン税制については、受診控えを通じた医療費の抑制を狙
う政策の一環として措置された特例ではないのか。

医療費控除の特例で、通
常の医療費控除との選択適
用になる。誰しもが、通常
の医療費控除を選択できる
とすれば、受診を控えるよ
う促し、医療費抑制を図るものではないと思われる。

賛成 10 反対 2

で可決

問

答

提案理由 

1 久喜宮代衛生組合の
解散及び財産処分

久喜宮代衛生組合
を解散し、及び同組
合の財産処分につい
て協議したいので、
地方自治法第290条
の規定により、提出
するもの。

賛成 11 反対 1

で可決

いよいよ
久喜宮代
衛生組合
解散へ

賛成 11 反対 1

で可決

屋上防水・
外壁を改修
します

福澤 和美 議員賛成討論討論
町内視察の際に、六花の雨漏りや外壁の老朽化を

確認。特に、天井の雨漏りによるシミが広がっていて、
壁が黒くなっている所が数か所あった。衛生面から見
ても、早期に改修していただきたいと思い、賛成。

議 会 T O P I C S
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宮代町議会では、9月定例会からタブレット端末を
導入しました。
これまで紙で配布していた議会資料をタブレット端
末で閲覧・共有することで、資料のペーパーレス化や
情報共有の効率化を進めます。導入に向けては議会改

革特別委員会で令和7年度から調査研究を開始。機種
の選定から運用方法、規程の整備まで検討を重ね、準
備を進めてきました。これからもより効率的でわかり
やすい議会運営を目指し、議会改革に取り組んでいき
ます。

7月18日、宮代町議会室において議会改革アドバイ
ザーである、取手市総務部次長兼情報管理課長　岩﨑
弘宜氏による議員研修会を開催しました。
「議会と議員の基礎研修～反省なくして成長なし・
調査なくして発言なし～」として、議会での議員の発
言について個々の質疑、討論を含めた発言のレベルアッ
プについての講義、及び令和6年 12月ハラスメント
根絶条例制定後、2回目の職員と議員を対象にしたハラ
スメントに関するアンケートを実施し、未だハラスメ
ントは行われている結果を受けて、職員を守るための
ルールをワークショップ形式で3テーブルに分かれて
意見交換を行い、グループごとに発表しました。各議
員から具体的かつ活発な意見が出され、大変有意義な
研修となりました。

議会もペーパーレス化へ！
9月定例会から議会にタブレット端末を導入

宮代町議会改革特別委員会では…
議会での議案質疑、予算・決算特別
委員会での質疑の事前通告、一般質問
での資料配布の導入などを進めました。
現在は議会ＢＣＰ※や議会のライブ配
信などについて協議中です。

※議会ＢＣＰとは　 緊急事態が発生した際に、議会としての機能維
持や早期復旧を図るための計画

議員研修会を開催しました！

議 会 T O P I C S
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山 妙子 議員
❶ ラーケーションの導入
❷ 災害時の子どもの居場所
土渕 保美 議員
❶ 宮代町がん検診
❷ 当町においてのオストメイト対応トイレ

P13

一般質問項目一覧

福澤 和美 議員
❶ 持病や障がいなどのある子どもの入園
❷ 防犯灯、道路照明灯の点検
❸ 防犯カメラの設置
丸藤 栄一 議員
❶ 水道料金（下水道料金）の値上げ
❷ 教育にかかる保護者負担の軽減を
③ 猛暑や酷暑から町民の命と健康を守るため、エア
コン設置補助の創設を

P14

野原 洋子 議員
❶ 災害時における公共施設及び、商業施設の危機管
理と対策は

② 小中学校の防火対策及び危機管理は
③ 複合施設のトイレ表示は
④ 自転車の歩道走行の推奨は
田島 正徳 議員
❶ 災害に対する町の考え
❷ 特別支援教育

P16

塚村 香織 議員
❶ 高齢者・認知症施策の今後
❷ 小学校給食費無償化における不登校児童の対応の
見直しを

❸ ふるさと納税を活用した宮代町のファンづくり
合川 泰治 議員
① 公共施設の契約不適合責任
❷ 宮代町公共施設マネジメント計画（第２期）の展
望

③ 町職員の多様な働き方
④ おみやげ開発の取り組みは

P17

泉 伸一郎 議員
❶ 災害時における受援計画の策定は
❷ 熱中症対策の取組強化を
❸ 自転車でのヘルメット着用の促進を
❹ 上下水道施設の耐震化の取組は
鈴木 次男 議員
❶ 未来の宮代町公共交通
❷ 桜の木の倒木
❸ 和戸交差点周辺の安全対策

P18

一般質問とは、各議員が町の政策に対し、そ
の執行の状況や将来の方針などについて報告を
求めたり、政策的提言や行政の課題などを執行
者に直接質問することです。
ここに掲載したものは、質問・答弁ともに質
問者がまとめたダイジェストです。詳しくはQR
コードより録画配信をご覧ください。

町町のの考え考えをを問う問う！！

小島 あけみ 議員
❶ 中学校でのヘルスリテラシー向上
❷ 単身高齢者の支援
❸ 災害時における「配慮が必要な人」の避難所整備
佐藤 将行 議員
❶ 総合運動公園「ぐるる宮代」のプール屋根改修工
事

❷ 物価高騰対策事業の経費の無駄遣い
❸ 旧るーばん問題における一千万円出資金返還
❹ 町内の小中学校建替え等の問題を中心とした、一
般会計予算

P15

一般質問は８月 31日、９月１日、２日の３日間で行いました
※項目一覧の順番は抽選順です。

※白抜き数字は掲載された質問、それ以外は紙面の都合により掲載できなかったものです。
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一般質問ダイジェスト

オストメイト対応トイレの整備

災害時の子どもの居場所の確保を

災
害
時
、
心
の
安
定

に
繋
が
る
子
ど
も
の
居

場
所
に
つ
い
て
、
早
め

の
対
策
が
必
要
で
は
。

子
育
て
支
援
課
長

こ
ど
も
た
ち
は
日
常

の
喪
失
や
強
い
恐
怖
心

等
か
ら
心
身
に
大
き
な

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
。

こ
ど
も
の
気
持
ち
に

寄
り
添
い
安
心
感
や
日

常
を
取
り
戻
す
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
が
重
要
。
施

設
の
安
全
確
認
や
保
育

士
の
確
保
が
で
き
次
第
、

開
園
開
所
し
て
い
く
。

保育園など速やかに開園開所する

①
避
難
所
機
能
と
学

校
教
育
機
能
の
線
引
き

は
。
②
避
難
所
設
営
か

ら
２
〜
３
日
で
子
ど
も

の
居
場
所
作
り
を
想
定

し
て
い
る
か
。

く
ら
し
安
全
課
長

①
校
舎
内
は
、
児
童

生
徒
の
み
の
環
境
が
望

ま
し
い
。
②
屋
内
に
と

ど
ま
ら
ず
、
安
全
が
確

認
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
中
庭
な
ど
、
屋
外
ス

ペ
ー
ス
も
視
野
に
柔
軟

に
検
討
し
た
い
。

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
※

平
日
に
親
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

様
々
な
体
験
や
経
験
、

将
来
に
繋
が
る
興
味
や

関
心
の
き
っ
か
け
に
な

る
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

導
入
に
当
町
の
考
え
は
。

教
育
長

当
町
で
は
検
討
し
て

い
な
い
。
他
自
治
体
導

入
事
例
に
つ
い
て
情
報

収
集
し
、
そ
の
課
題
や

効
果
の
把
握
に
努
め
る
。

町
内
の
公
共
施
設
に

お
け
る
オ
ス
ト
メ
イ
ト

対
応
ト
イ
レ
の
整
備
状

況
と
今
後
、
整
備
さ
れ

る
須
賀
小
学
校
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
や
新
し
い
村
の
ト
イ

レ
に
つ
い
て
、
オ
ス
ト

メ
イ
ト
ト
イ
レ
を
設
置

す
る
考
え
は
。

福
祉
課
長

オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応

ト
イ
レ
の
整
備
状
況
は
、

役
場
庁
舎
１
階
東
側
、

総
合
運
動
公
園
体
育
館

内
、
は
ら
っ
パ
ー
ク
宮

代
西
側
、
公
設
宮
代
福

祉
医
療
セ
ン
タ
ー
六
花

１
階
、
新
し
い
村
「
村

の
集
会
所
」
の
多
目
的

ト
イ
レ
と
な
っ
て
い
る
。

新
た
に
整
備
を
す
る
施

設
に
つ
い
て
は
、
両
施

設
と
も
、
オ
ス
ト
メ
イ

ト
対
応
の
ト
イ
レ
を
整

備
す
る
。

宮
代
町
が
ん
検
診

現
在
、
が
ん
は
２
人

に
１
人
が
か
か
る
病
気

で
が
ん
検
診
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
死
亡
リ
ス
ク
を

防
ぐ
こ
と
が
出
来
る
が

デ
メ
リ
ッ
ト
と
今
後
の

町
の
展
開
と
課
題
は
。

健
康
介
護
課
長

す
べ
て
の
が
ん
が

１
０
０
％
見
つ
か
る
わ

け
で
は
な
く
、
不
要
な

検
査
や
治
療
に
よ
る
身

体
的
精
神
的
な
負
担
が

生
じ
る
場
合
が
あ
る
。

皆
様
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
た
受
診
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
る
。

防災対策は子どもの人権を後まわしにしない配慮を

整備する方向で考えている

オストメイトが安心して利用することができる

※ラーケーションとは　 学びの「ラーニング」と休暇の「バケーション」を組み合わせた造語。

まるやま
山 妙

たえこ
子 議員

土
つちぶち
渕 保

やすみ
美 議員
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一般質問ダイジェスト

持病や障がいのある子の入園は
各幼稚園との調整を検討する

入園先探しをスムーズに

上下水道料金の値上げはあるのか
12 月の審議会で答申をいただく

水道は町民の生命と暮らしに欠かすことができない

幼
稚
園
を
希
望
す
る

際
、
入
園
先
を
探
す
こ

と
に
困
難
を
感
じ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
受
け

入
れ
態
勢
の
情
報
提
供

や
相
談
会
を
設
置
す
る

考
え
は
。

子
育
て
支
援
課
長

各
幼
稚
園
と
相
談
、

調
整
を
重
ね
効
果
的
な

情
報
提
供
の
仕
組
み
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

防
犯
灯
と
道
路

照
明
灯
の
不
点
灯

長
期
間
不
点
灯
の
場

所
が
あ
る
。
町
民
か
ら

通
報
が
さ
れ
に
く
い
場

所
が
あ
る
が
、
点
検
方

法
は
。

く
ら
し
安
全
課
長

年
に
一
度
の
冬
季

パ
ト
ロ
ー
ル
に
加
え
て
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
日

常
業
務
中
に
確
認
し
て

い
る
。
ル
ー
ト
は
決
ま

っ
て
い
な
い
が
、
通
報

さ
れ
に
く
い
場
所
を
意

識
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
る
。

自
主
防
犯
組
織
の

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

設
置
す
る
際
は
町
の

補
助
金
を
利
用
で
き
る

が
、
設
置
後
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
へ
の
補
助
は
。

く
ら
し
安
全
課
長

設
置
後
の
維
持
管
理

は
基
本
的
に
設
置
者
と

な
る
。
側
面
的
な
支
援

と
し
て
、
点
検
手
順
や

役
割
分
担
を
ま
と
め
た

維
持
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

作
成
を
通
し
て
サ
ポ
ー

ト
を
す
る
。

水
道
・
下
水
道
料
金

の
値
上
げ
の
理
由
は
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

県
流
域
下
水
道
負
担

金
や
県
営
水
道
料
金
が

値
上
げ
さ
れ
た
。

ま
た
、
人
口
の
減
少

や
節
水
機
器
の
普
及
に

伴
う
収
益
の
減
少
な
ど

が
予
想
さ
れ
て
い
る
の

で
、
宮
代
町
上
下
水
道

事
業
審
議
会
※
に
諮は
か
り
、

意
見
を
伺
っ
て
い
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

10
月
に
下
水
道
事
業

経
営
戦
略
に
関
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

実
施
。
11
月
の
審
議
会

で
水
道
料
金
と
下
水
道

料
金
を
確
定
。
12
月
の

審
議
会
で
答
申
を
い
た

だ
く
。

教
育
費
の
保
護
者

負
担
の
軽
減
を

文
部
科
学
省
は
教
育

委
員
会
に
保
護
者
の
負

担
軽
減
を
積
極
的
に
図

る
よ
う
通
知
し
て
い
る
。

教
材
備
品
化
や
修
学
旅

行
費
補
助
な
ど
を
実
施

す
る
考
え
は
。

教
育
推
進
課
長

国
の
財
政
措
置
の
動

向
や
各
学
校
の
保
護
者

負
担
の
実
態
を
踏
ま
え
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

中
学
校
の
学
校
給
食

費
無
償
化
の
考
え
は
。

教
育
推
進
課
長

約
３
９
０
０
万
円
の

財
政
負
担
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
町
単
独
で
の

実
施
は
困
難
で
あ
る
。

福
ふくざわ
澤 和

かずみ
美 議員

丸
がんどう
藤 栄

えいいち
一 議員

※宮代町上下水道事業審議会とは　 宮代町の上水道事業及び下水道事業の円滑な運営を図るため、
町長の諮問に応じて必要な事項を審議する機関です。 14みやしろ議会だより No.140



一般質問ダイジェスト

要配慮者の避難所整備を
ヘルプカードを来年度導入する

誰もとり残されない避難所運営を

プール屋根改修費の削減額は
節税額は 3,179 万円である

より安い修繕をなぜ最初から検討しなかったのか？

福
祉
避
難
所
で
あ
る

宮
代
特
別
支
援
学
校
や

要
配
慮
者
施
設
の
運
営

体
制
は
。

く
ら
し
安
全
課
長

支
援
が
必
要
な
方
が

い
る
場
合
に
開
設
す
る
。

各
施
設
と
毎
年
度
当
初

に
意
見
交
換
を
行
っ
て

い
る
。

指
定
避
難
所
に
お
い

て
も
要
配
慮
者
ス
ペ
ー

ス
を
設
置
す
る
。

避
難
所
で
声
を
上
げ

に
く
い
方
の
た
め
の
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
の
導
入
は
。

福
祉
課
長

来
年
度
か
ら
の
導
入

に
む
け
準
備
を
進
め
て

い
く
。

中
学
校
で
の
ヘ
ル
ス

リ
テ
ラ
シ
ー
の
教
育
に

つ
い
て
町
の
考
え
は
。

教
育
長

主
に
保
健
体
育
の
授

業
で
学
習
す
る
ほ
か
、

グ
ル
ー
プ
学
習
も
取
り

入
れ
、
多
面
的
に
考
え

る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

健
康
や
医
療
に
関
す
る

情
報
を
適
切
に
受
け
止

め
、
自
ら
の
健
康
を
守

る
た
め
の
行
動
に
繋
げ

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
く
。

頼
れ
る
身
寄
り
の
な

い
高
齢
者
の
支
援
は
。

健
康
介
護
課
長

本
年
６
月
に
、
社
会

福
祉
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
成
立
し
、

支
援
体
制
が
創
設
さ
れ

る
。
今
後
、
国
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
内

容
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

ぐ
る
る
の
プ
ー
ル
屋

根
改
修
費
に
つ
き
、
な

ぜ
開
閉
式
と
し
て
予
算

要
求
を
し
た
の
か
。

教
育
推
進
課
長

既
存
機
能
回
復
の
た

め
、
開
閉
式
修
繕
と
し

て
予
算
要
求
を
し
た
。

何
度
も
担
当
課
へ

「
低て

い
廉れ
ん
な
固
定
式
へ
」
と

提
案
し
た
が
、
工
法
変

更
に
よ
る
削
減
額
は
。

教
育
推
進
課
長

３
１
７
９
万
円
の
削

減
と
な
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
の
税
金
７
５
０

０
万
円
は
、
当
選
者

６
６
８
１
人
だ
け
に
使

わ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
。

産
業
観
光
課
長

結
果
的
に
は
指
摘
の

通
り
で
あ
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
に
つ
き
、
町
長
決
裁

は
行
っ
た
の
か
。

町
長

決
裁
は
行
っ
た
。

１
０
０
０
万
円
出
資

金
返
還
問
題
。
今
年
、

Ｔ
Ｍ
Ｏ
の
株
主
総
会
は

開
催
さ
れ
た
の
か
。

産
業
観
光
課
長

今
年
も
行
わ
れ
ず
、

法
令
違
反
状
態
が
続
い

て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
解
決
を

考
え
て
い
る
の
か
。

産
業
観
光
課
長

会
社
を
整
理
す
る
と

聞
い
て
い
る
。

町
予
算
の
肥
大
化
を

ど
う
す
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長

計
画
的
に
事
業
を
進

め
て
い
る
。

佐
さとう
藤 将

まさゆき
行 議員

小
こじま
島 あけみ 議員
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一般質問ダイジェスト

災害時の公共施設ガス設備の対策
定期点検と避難時の換気で対応

ガス管接続部に漏れが生じても検知器と換気で対応

段ボールベッドの備蓄は
折り畳みベッドを採用している

備蓄している折り畳みベッド

地
震
災
害
時
、
当
町

の
ガ
ス
発
電
の
設
備
を

持
つ
施
設
の
対
策
は
。

く
ら
し
安
全
課
長

庁
舎
に
隣
接
す
る
防

災
行
政
無
線
の
非
常
用

電
源
の
ガ
ス
発
電
が
一

機
あ
る
。
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を

貯
蔵
し
て
い
る
が
、
庁

舎
全
体
に
配
管
を
設
置

し
て
は
い
な
い
。
小
中

学
校
で
は
、
空
調
設
備

の
ほ
か
、
職
員
室
・
家

庭
科
室
・
理
科
室
や
非

常
用
発
電
機
の
燃
料
に

も
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し

て
い
る
。
年
２
回
点
検

し
、
地
震
発
生
時
、
遮

断
弁
に
よ
り
ガ
ス
が
流

出
し
な
い
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。

ガ
ス
管
の
接
続
部
に

地
震
に
よ
る
ズ
レ
が
生

じ
た
場
合
の
ガ
ス
の
流

出
の
対
策
は
。

教
育
推
進
課
長

ガ
ス
管
に
漏
れ
が
あ

っ
て
も
、
基
本
的
に
出

入
口
や
窓
を
開
け
て
避

難
す
る
た
め
、
ガ
ス
の

滞
留
を
防
げ
る
。
あ
わ

せ
て
、
ガ
ス
検
知
器
の

反
応
を
見
て
対
応
す
る
。

災
害
時
の
自
主
防

災
会
の
役
割

避
難
所
開
設
時
の
自

主
防
災
会
の
行
動
は
。

く
ら
し
安
全
課
長

指
定
避
難
所
開
設

直
後
に
お
願
い
す
る
こ

と
は
な
い
。
各
自
主
防

災
会
の
ル
ー
ル
の
中
で
、

近
所
の
安
否
確
認
や
自

主
避
難
所
の
運
営
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。

地
域
防
災
計
画
の

デ
ー
タ
が
古
い
の
で
、

新
し
い
デ
ー
タ
で
の
策

定
見
直
し
は
。

く
ら
し
安
全
課
長

被
害
想
定
の
県
デ
ー

タ
は
平
成
24
年
・
25
年

を
基
に
策
定
し
て
い
る
。

今
後
県
が
見
直
す
デ
ー

タ
を
基
に
、
町
の
被
害

想
定
も
速
や
か
に
見
直

し
を
行
う
。（
建
物
の

倒
壊
数
・
死
者
数
・
帰

宅
困
難
者
数
）

避
難
所
で
の
段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド
の
備
蓄
は
。

く
ら
し
安
全
課
長

段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
に

代
り
簡
易
ベ
ッ
ド
（
折

り
畳
み
ベ
ッ
ド
）
２
０

９
個
を
備
蓄
し
て
い
る
。

断
水
時
の
給
水
車
、

配
水
場
の
水
量
の
備
え

は
。ま

ち
づ
く
り
建
設
課
長

能
登
半
島
地
震
に
災

害
支
援
で
活
動
し
た
可

搬
式
タ
ン
ク
を
３
基
保

有
し
て
い
る
。
宮
東
配

水
場
第
２
配
水
池
の
容

量
（
４
２
０
０
立
方
メ

ー
ト
ル
）
は
全
人
口
に

対
し
３
リ
ッ
ト
ル
の
水

を
42
日
分
確
保
で
き
る
。

特
別
支
援
教
育
に

つ
い
て
は

児
童
生
徒
数
が
増
加

傾
向
だ
が
教
員
数
増
加

は
。教

育
長
　

必
要
に
応
じ
て
特
別

支
援
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー

配
置
の
充
実
な
ど
、
町

独
自
の
人
的
支
援
の
拡

充
を
検
討
し
た
い
。

野
のはら
原 洋

ようこ
子 議員

田
た
島
じま
正
まさのり
徳 議員
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一般質問ダイジェスト

みやしろ健康福祉プランの今後は
新たに認知症施策を計画していく

認知症の方と、そのご家族を地域で支えます！

公共施設再編の展望は
学校の再整備と併せて考えていく

現
在
、
須
賀
小
学
校

と
和
戸
公
民
館
の
統
合

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
施
設
は
手
付

か
ず
の
状
態
で
あ
る
。

機
能
集
約
を
含
め
た
方

針
や
順
番
な
ど
、
今
後

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て

い
く
の
か
。

企
画
財
政
課
長

令
和
４
年
度
か
ら
13

年
度
で
須
賀
小
学
校
と

百
間
小
学
校
、
次
の
23

年
度
ま
で
の
10
年
間
で

東
小
学
校
と
笠
原
小
学

校
、
そ
し
て
、
中
学
校

３
校
の
再
編
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
他
の
公
共

施
設
は
、
学
校
の
再
整

備
に
併
せ
て
、
こ
の
間

の
児
童
生
徒
数
や
社
会

環
境
、
住
民
ニ
ー
ズ
を

見
極
め
な
が
ら
具
体
化

を
図
る
こ
と
に
な
る
。

機
能
集
約
を
含
め
た

話
を
い
つ
ま
で
に
ま
と

め
て
い
く
の
か
。

企
画
財
政
課
長

第
５
次
総
合
計
画
の

後
期
実
行
計
画
が
動
き

出
し
て
お
り
、
こ
の
中

で
百
間
小
学
校
と
中
学

校
は
検
討
に
着
手
す
る

段
階
に
き
て
い
る
。

再
編
方
針
の
決
定
手

法
は
。

企
画
財
政
課
長

ど
の
よ
う
な
学
校
を

作
っ
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
が
中
心
に
な
る
の

で
、
市
民
参
加
あ
る
い

は
関
係
す
る
方
に
参
画

い
た
だ
い
て
、
そ
の
地

域
の
将
来
像
と
い
う
も

の
を
見
極
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

今
後
認
知
症
施
策
を

ど
う
変
え
て
い
く
の
か
。

健
康
介
護
課
長

新
し
い
認
知
症
観
の

啓
発
が
柱
に
な
る
。
認

知
症
に
な
る
と
出
来
な

く
な
る
こ
と
が
増
え
る

と
い
う
固
定
概
念
を
、

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば

社
会
参
加
は
可
能
で
あ

る
と
い
う
意
識
に
変
え

て
い
く
。

認
知
症
見
守
り
支
援

事
業
と
し
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
サ

ー
ビ
ス
と
見
守
り
シ
ー

ル
を
一
体
的
に
す
る
な

ど
、
見
直
す
考
え
は
。

健
康
介
護
課
長

今
後
検
討
し
て
い
く
。

小
学
校
給
食
無
償
化

非
喫
食
者
へ
の
金
銭

的
支
援
は
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
児
童
の
み
で
あ
る
。

不
登
校
児
童
を
対
象
外

に
し
た
理
由
は
。

教
育
推
進
課
長

金
銭
給
付
に
よ
る
支

援
で
は
な
く
教
育
機
会

の
確
保
や
相
談
体
制
の

充
実
を
図
り
支
援
す
る
。

経
済
的
負
担
軽
減
に

は
な
っ
て
い
な
い
が
。

教
育
推
進
課
長

現
在
の
制
度
設
計
は

公
平
な
支
援
と
考
え
る
。

今
年
度
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
付
目
標
額
は

４
０
０
０
万
円
と
伺
っ

た
。
現
状
は
。

産
業
観
光
課
長

令
和
８
年
８
月
末
の

寄
付
件
数
は
６
２
０
件
、

金
額
は
１
０
５
６
万
円

で
昨
年
度
の
同
期
比
で

３
０
６
万
円
増
で
あ
る
。

塚
つかむら
村 香

かおり
織 議員

合
あいかわ
川 泰

たいじ
治 議員

みなさんが考えるまちの将来像は

17 2026年（令和８年）９月定例議会



一般質問ダイジェスト

受援計画の策定状況と実効性は
業務継続計画を策定後に着手する

災害時において、受援計画の実行性は住民支援に重要

災
害
時
に
お
け
る
受

援
計
画
※
の
策
定
は
。

く
ら
し
安
全
課
長

現
在
、
受
援
計
画
に

必
要
な
業
務
継
続
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
る
。

全
課
局
室
を
対
象
に
、

災
害
時
の
優
先
業
務
や

止
め
ら
れ
な
い
通
常
業

務
、
必
要
職
員
数
の
抽

出
を
行
い
、
策
定
に
着

手
す
る
。

熱
中
症
対
策
の
強
化

高
齢
者
や
児
童
生
徒

へ
の
熱
中
症
対
策
は
。

健
康
介
護
課
長

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ

ー
ト
」が
発
表
さ
れ
る
と
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
防
災
無
線

に
よ
り
迅
速
に
周
知
。

教
育
長

小
中
学
校
で
は
積

極
的
に
エ
ア
コ
ン
使
用

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
な

ど
を
指
導
し
て
い
る
。

自
転
車
で
の
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
の
推
進
を
。

教
育
長

小
学
校
で
は
交
通
安

全
教
室
を
実
施
。
中
学

校
で
は
登
下
校
時
に
は

必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
。

健
康
介
護
課
長

高
齢
者
向
け
自
転
車

交
通
安
全
教
室
を
開
催
。

集
う
機
会
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
を
周
知
す
る
。

上
下
水
道
施
設
の
耐

震
化
の
取
組
は
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

上
下
水
道
耐
震
化
計

画
に
基
づ
き
、
現
状
把

握
と
災
害
に
備
え
必
要

な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。
※受援計画とは　災害時に外部からの支援をスムーズに受け入れるための事前の計画のこと

泉
いずみ
伸
しんいちろう
一郎 議員

未来の宮代町公共交通について
持続可能な交通モード・移動手段を

理想のＡＩ型デマンド交通

循
環
バ
ス
を
利
用
し

な
い
理
由
が
大
き
く
３

点
あ
る
が
、
改
善
の
計

画
は
あ
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長

必
要
な
施
設
を
１
本

の
ル
ー
ト
で
結
ぶ
の
は
、

あ
る
程
度
限
界
が
あ
る
。

大
幅
に
バ
ス
だ
け
で
改

善
す
る
の
は
難
し
い
。

Ａ
Ｉ
型
デ
マ
ン
ド
交

通
の
導
入
の
考
え
は
。

企
画
財
政
課
長

個
々
の
ニ
ー
ズ
と
定

期
定
時
路
線
の
間
ぐ
ら

い
の
交
通
手
段
。
今
後
、

事
業
者
と
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
、
何
が
出
来

る
の
か
検
討
す
る
。

倒
木
の
恐
れ
が
あ
る

桜
の
木
の
管
理
は
。

環
境
資
源
課
長

緊
急
を
要
す
る
16
本

は
、
９
月
中
に
伐
採
す

る
。
桜
の
あ
る
風
景
は
、

町
の
財
産
で
も
あ
る
の

で
、
今
後
も
安
全
確
保

を
第
一
と
し
、
適
切
な

管
理
に
努
め
る
。

和
戸
駅
前
交
差
点
の

信
号
化
に
つ
い
て
町
の

考
え
は
。

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

安
全
で
円
滑
な
道
路

環
境
の
整
備
に
向
け
て

関
係
機
関
へ
必
要
な
情

報
共
有
に
努
め
る
。

和
戸
公
民
館
前
の
横

断
歩
道
に
注
意
喚
起
の

看
板
の
設
置
の
考
え
は
。

く
ら
し
安
全
課
長

歩
行
者
向
け
の
注
意

喚
起
対
策
が
施
せ
る
か
、

現
地
を
確
認
し
な
が
ら

設
置
す
る
方
向
で
検
討

し
て
い
く
。

鈴
すずき
木 次

つぎお
男 議員
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議案に対する各議員の賛否
議

案

番

号

議　　案 主な
内容

議

決

結

果

無会派 共産党 公明党 令和新風の会 議
長４人 １人 ２人 ５人

佐
藤　
将
行

野
原　
洋
子

福
澤　
和
美

九
山　
妙
子

丸
藤　
栄
一

小
島
あ
け
み

泉　
伸
一
郎

塚
村　
香
織

鈴
木　
次
男

合
川　
泰
治

土
渕　
保
美

田
島　
正
徳

川
野　
武
志

45 令和７年度一般会計歳入歳出決算の認定 P2～ 5 認定 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

46 令和７年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 P6 認定 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

47 令和７年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 P7 認定 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

48 令和７年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 P7 認定 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

49 令和７年度水道事業会計利益の処分及び決算の認定 P7 認定 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

50 令和７年度下水道事業会計利益の処分及び決算の認定 P7 認定 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

51 税条例の一部を改正する条例 P10 可決 ● 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

52 認可地縁団体印鑑条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

53 廃棄物の処理及び再利用に関する条例の一部を改正する
条例 P10 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

54 久喜宮代衛生組合の解散及び財産処分 P10 可決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

55 久喜市と宮代町との一般廃棄物の処理に関する事務の委
託 P10 可決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

56 工事請負契約の締結 P10 可決 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

57 令和８年度一般会計補正予算（第３号） P8 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

58 令和８年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号） P9 可決 ● ● 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 －

59 令和８年度介護保険特別会計補正予算（第２号） P9 可決 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 －

60 令和８年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） P9 可決 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 －

61 令和８年度水道事業会計補正予算（第２号） P9 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 －

62 令和８年度下水道事業会計補正予算（第１号） P9 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 －

－ 佐藤議員による塚村議員に対する処分要求 否決 〇 ● ● ● ● ● ● 除 ● ● ● ● －

○賛成　●反対　欠：欠席　除：除斥　－議長は表決に加わらない

令和８年熊本地震義援金を、宮代町議会議員有志で６万円寄
託しました。被災された皆様に心よりお見舞い申しあげます。

正「須賀中学校外壁工事の内容は、百間・
前原と全中学校の同時改修であるこ
とが重要・・・」

誤   “５年をかけて ”を削除する

訂正してお詫びいたします。

No139号 P3 の 山議員の賛成討論

川野議長　泉副議長　野原議員　福澤議員　 山議員
丸藤議員　小島議員　塚村議員　鈴木議員　合川議員
土渕議員　田島議員

賛同した議員

訂正とお詫び

19 2026年（令和８年）９月定例議会
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１
日
発
行
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み
や
し
ろ
議
会
だ
よ
り

再生紙を
使用して
います。

議会についての詳しい内容は、宮代町のホームページでも見られます。
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編
集
後
記

今
年
度
か
ら
広
報
委
員
に

な
り
、
３
回
目
の
編
集
と
な

り
ま
し
た
。
８
月
に
全
国
町

村
議
会
広
報
研
修
会
に
参
加

し
、
デ
ザ
イ
ン
術
や
レ
イ
ア

ウ
ト
の
仕
方
な
ど
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。
住
民
の
皆
さ
ん

に
、
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

き
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
誌

づ
く
り
を
、
委
員
の
皆
さ
ん

と
協
力
し
な
が
ら
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
小
島
）

三
年
前
に
、
前
職
と

は
全
く
畑
違
い
の
「
と

う
ふ
屋
豆
い
ち
」
を
開

業
し
ま
し
た
。

子
供
の
頃
か
ら
都

会
や
人
混
み
が
苦
手
で
、

伸
び
伸
び
と
暮
ら
せ

る
こ
の
町
が
と
て
も
気

に
入
っ
て
い
ま
し
た
し
、

そ
れ
ま
で
も
宮
代
町
で

働
い
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
生
ま
れ
育
っ
た
こ

の
町
で
仕
事
が
出
来
た

ら
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

豆
腐
屋
を
始
め
た

の
は
、
亡
く
な
っ
た
母

が
豆
腐
好
き
だ
っ
た
こ

と
や
、
自
分
自
身
も
健

康
を
気
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
大
き
な

理
由
で
す
。

お
客
様
の
健
康
の
た

め
に
も
在
来
種
を
中
心

と
し
た
国
産
大
豆
だ
け

を
使
用
し
て
、
安
心
・

安
全
で
美
味
し
い
豆
腐

作
り
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。店

を
始
め
て
か
ら
は
、

お
客
様
か
ら
「
宮
代
町

は
コ
ン
パ
ク
ト
だ
け
ど
、

個
性
的
で
魅
力
的
な
個

人
店
舗
が
多
い
」
と
い

う
お
話
を
よ
く
伺
い
ま

す
。
私
の
店
は
ま
だ
ま

だ
認
知
度
も
低
く
、
軌

道
に
乗
っ
て
い
る
と
は

言
い
難
い
の
で
、
そ
ん

な
店
に
な
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

のの 声声の町民町民町民町民町民町民

金
かね

子
こ

哲
てつ

也
や

さん
（中央）

議会を議会を
傍聴しませんか傍聴しませんか
12 月議会の予定は12月議会の予定は

1111月月2626日（木）日（木）
午前10時開会午前10時開会

場所　議場場所　議場（進修館小ホール）（進修館小ホール）

一般質問は一般質問は 11 月 30日㈪11月 30日㈪
　　　　　 12 月 1日㈫・２日㈬　　　　　 12 月 1日㈫・２日㈬

表
紙
の
写
真
紹
介

宮
代
町
商
工
会
青
年

部
主
催
の
「
ス
カ
イ
ラ

ン
タ
ン
」。
み
ん
な
が

思
い
思
い
の
イ
ラ
ス
ト

や
願
い
ご
と
を
書
き
ま

し
た
。

空
が
暗
く
な
っ
て
か

ら
、
全
員
で
声
を
合
わ

せ
て
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
、

夜
空
に
一
斉
に
飛
ん
で

い
き
ま
す
。

み
ん
な
の
願
い
が
叶

い
ま
す
よ
う
に
。

お子さん連れの参加も可

開 催 日 11月7日土
午前10時～12時

場　 所 進修館  小ホール
参加対象 子育て世代

サロン・ド・ギカイ
を開催します

子育て世代の皆さんと議員との議会懇談会

を開催します

皆様の参加
お待ちして
おります
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